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平
成
30
年
度
関
東
甲
信
越
医
師

会
連
合
会
医
師
会
共
同
利
用
施
設

分
科
会
が
８
月
25
日
（
土
）
に
東

京
都
医
師
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
会
は
関
東
甲
信
越
の

10
都
県
医
師
会
の
持
ち
回
り
で
行

わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
代
表
者
会
議
が
行
わ
れ

た
。
は
じ
め
に
尾
﨑
治
夫
会
長
が

挨
拶
を
し
、
併
せ
て
議
長
を
務
め

た
。
昨
年
度
の
会
計
報
告
が
松
岡

か
お
り
千
葉
県
医
師
会
理
事
か
ら

行
わ
れ
た
。
そ
の
他
の
意
見
と
し

て
、
長
島
徹
栃
木
県
医
師
会
常
任

理
事
か
ら
「
昨
年
度
担
当
の
千
葉

県
医
師
会
の
よ
う
に
、
本
協
議
会

の
経
費
を
抑
え
る
方
向
で
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
平
成
31
年
度
の

当
番
医
師
会
に
栃
木
県
医
師
会
が

推
薦
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

次
に
全
体
協
議
会
が
行
わ
れ

た
。
横
倉
義
武
日
本
医
師
会
長
に

代
わ
り
羽
鳥
裕
常
任
理
事
が
挨
拶

を
し
、
続
い
て
小
池
百
合
子
東
京

都
知
事
に
代
わ
っ
て
松
川
桂
子
東

京
都
福
祉
保
健
局
次
長
が
祝
辞
を

述
べ
た
。

代
表
者
会
議
の
報
告
の
後
、「
医

師
会
共
同
利
用
施
設
の
地
域
貢
献

に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
座
長
は
⻆

田
徹
副
会
長
が
務
め
た
。

ま
ず
、「
持
続
可
能
性
を
確
保

し
た
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
題
し
て
目
々
澤
肇
理
事
が

複
数
の
大
手
ベ
ン
ダ
ー
同
士
を

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
間
接
続
す
る
こ

と
で
、
病
院
間
の
相
互
閲
覧
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

次
に
、「
東
京
都
医
師
会
の
外

国
人
医
療
政
策
」
と
題
し
て
島
﨑

美
奈
子
理
事
が
急
増
す
る
訪
日
外

国
人
へ
の
医
療
提
供
体
制
の
構
築

と
医
療
通
訳
や
保
険
会
社
へ
の
対

応
、
そ
し
て
未
払
金
の
問
題
等
の

解
決
策
を
話
し
た
。

さ
ら
に
、「『
東
京
在
宅
医
療
塾
』

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
西
田
伸
一

理
事
が
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
東

京
在
宅
医
療
塾
や
東
京
都
医
師
会

館
の
医
療
介
護
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
活
用
法
に
つ
い
て
講
演

を
行
っ
た
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
に
つ
い

て
各
県
医
師
会
か
ら
指
定
発
言
が

あ
り
、
羽
鳥
日
医
常
任
理
事
が
総

括
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
平
川
博
之
副
会
長
の

座
長
の
も
と
、
特
別
講
演
「
２
０

２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ

医
・
科
学
の
取
り
組
み
」
を
川
原

貴
前
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン

タ
ー
長
が
行
っ
た
。
設
立
前
後
の

苦
労
や
現
在
に
至
る
ま
で
の
興
味

深
い
内
容
で
あ
っ
た
。

最
後
に
次
年
度
当
番
医
師
会
の

太
田
照
男
栃
木
県
医
師
会
長
が
挨

拶
を
し
、
閉
会
し
た
。
閉
会
後
は

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。
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平
成
30
年
か
ら
「
日
本
専
門
医

機
構
」
に
よ
る
新
専
門
医
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
専
門
医
制
度

に
つ
い
て
は
、
専
攻
医
の
都
市
部

へ
の
集
中
に
よ
る
地
域
医
療
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
５
都

府
県
の
14
の
基
本
領
域
に
つ
い
て

は
、
過
去
５
年
間
の
採
用
実
績
を

超
え
な
い
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
た

が
、
概
ね
問
題
は
な
く
１
年
目
の

募
集
は
終
了
し
た
。

さ
て
、
新
た
な
専
門
医
の
仕
組

み
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・

オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
を
原
則
と
し
て
、

医
療
関
係
者
間
で
そ
の
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
く
必
要
性
が
叫
ば
れ

て
い
る
。「
専
門
医
制
度
新
整
備

指
針
」
の
序
文
に
は
、
専
門
医
で

あ
る
前
に
「
医
師
」
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
記
載
さ
れ

て
お
り
、
幅
広
い
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の

裾
野
に
高
い
レ
ベ
ル
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
テ
ィ
を
築
く
こ
と
が
専
門
医
の

仕
組
み
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
制
度
の
中
に
謳
わ
れ
て

い
る
共
通
講
習
、
領
域
別
講
習
と

も
に
、
従
来
は
各
専
門
学
会
で
行

わ
れ
て
き
た
が
、
さ
し
ず
め
「
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」の
よ
う
に
な
り
、

本
来
の
学
術
集
会
と
し
て
の
機
能

不
全
を
招
い
て
し
ま
っ
た
と
の
指

摘
も
あ
っ
た
。

今
般
、
日
本
医
師
会
が
、
こ
れ

ら
の
共
通
講
習
の
目
的
を
「
各
領

域
の
枠
を
超
え
た
、
医
師
と
し
て

必
要
な
知
識
や
態
度
（
人
間
性
や

社
会
性
を
含
む
）
を
扱
う
講
習
を

受
講
す
る
」
と
し
て
、
日
本
専
門

医
機
構
が
定
め
る
専
門
医
共
通
講

習
に
各
都
道
府
県
医
師
会
が
積
極

的
に
協
力
し
、
専
門
医
の
質
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
は
、

原
則
と
し
て
都
道
府
県
医
師
会
生

涯
教
育
委
員
会
が
行
い
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
行
う
と
さ
れ
た
。

東
京
都
医
師
会
に
お
い
て
も
、
生

涯
教
育
委
員
会（
高
木
康
委
員
長
）

の
下
で
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
従
来
学
会
主
導
で
行
わ
れ

て
い
た
専
門
医
制
度
毎
に
認
証
方

法
が
異
な
る
な
ど
ク
レ
ジ
ッ
ト
付

与
に
つ
い
て
も
、
解
決
す
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。

さ
て
、
今
般
の
専
門
医
制
度
で

は
19
の
基
本
診
療
領
域
が
認
定
さ

れ
た
が
、
機
構
が
考
え
て
い
る
こ

れ
ら
の
専
門
医
は
、
い
わ
ゆ
る

ス
ー
パ
ー
ド
ク
タ
ー
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
で
標
準
的

な
医
療
を
提
供
で
き
る
医
師
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。「
俺
に
は
関
係
な

い
制
度
だ
」
と
い
う
投
げ
や
り
な

意
見
も
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
機
構
の
考
え
に
よ
れ
ば
、

実
地
医
家
の
多
く
の
医
師
に
と
っ

て
も
「
身
近
な
制
度
」
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

�

（
落
合
和
彦
）

概
ね
問
題
な
く
ス
タ
ー
ト
し
た
新
専
門
医
制
度
だ
が
、課
題
は
多
く
、

今
後
も
各
医
師
会
の
協
力
が
必
要
だ
。

新
専
門
医
制
度
を
考
え
る

地区医師会長
連絡協議会報告
平成 30年9月21日（金）

　

続
い
て
第
30
回
日
本
医
学
会
総

会
２
０
１
９
中
部
担
当
の
石
井
秀

樹
登
録
委
員
幹
事
が
、
同
大
会
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
平
成
31
年
度
東
京
都
予
算

に
対
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て

　

８
月
31
日
に
東
京
都
福
祉
保
健

局
お
よ
び
同
病
院
経
営
本
部
を
通

じ
て
東
京
都
知
事
に
予
算
要
望
を

行
っ
た
。
都
議
会
に
お
い
て
は
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
、
自
民
党
、

公
明
党
議
員
に
対
し
、
要
望
事
項

の
説
明
を
行
っ

た
。
以
下
は
本
会

が
考
え
る
重
点
医

療
政
策
の
内
容
で

あ
る
。

①
疾
病
予
防
と
し

て
の
タ
バ
コ
対
策

と
介
護
予
防
と
し

て
の
フ
レ
イ
ル
対

策
を
徹
底
し
、
高
齢
化
が
さ
ら
に

進
む
東
京
都
で
真
の
健
康
寿
命
延

伸
を
目
指
す

②
構
想
区
域
（
従
来
の
二
次
保
健

医
療
圏
）
に
と
ら
わ
れ
な
い
医
療

提
供
体
制
の
構
築
と
各
種
事
業
の

展
開

③
母
子
保
健
・
乳
幼
児
保
健
、
学

校
保
健
の
さ
ら
な
る
充
実

④
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
求
め
ら
れ
る

医
療
提
供
体
制
の
確
立
・
対
応
力

の
向
上
（
訪
日
外
国
人
医
療
、

Mass�Gathering�Medicine

、
熱

中
症
、
感
染
症
等
）
と
関
係
機
関

と
の
連
携

⑤
病
院
救
急
車
に
よ
る
高
齢
者
搬

送
シ
ス
テ
ム
を
核
と
し
た
在
宅
医

療
支
援
体
制
の
確
立

⑥
東
京
都
死
因
究
明
推
進
・
監
察

医
制
度
の
全
都
的
展
開

⑦
次
世
代
医
師
育
成
の
た
め
の
医

学
生
、
研
修
医
、
若
手
勤
務
医
、

女
性
医
師
に
対
す
る
積
極
的
な
サ

ポ
ー
ト

（
２
）都
民
公
開
講
座
お
よ
び
キ
ッ

ズ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ラ
ン
ド
の
開
催
に

つ
い
て

　

今
回
は
「
運
動
で
健
康
に
な
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
10
月
８

日
（
月
・
祝
）
に
都
民
公
開
講
座

「
適
切
な
運
動
で
フ
レ
イ
ル
予
防

―
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
―
」、

11
月
３
日
（
土
・
祝
）
に
キ
ッ
ズ

ホ
ス
ピ
タ
ル
ラ
ン
ド
を
東
京
都
医

師
会
館
に
て
開
催
す
る
。

（
３
）東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
運
営
協
議
会 
平
成
30
年
度
定

時
総
会
及
び
講
演
会
の
開
催
に
つ

い
て

　

本
会
で
は
「
東
京
総
合
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
推
進
に
努
め

て
お
り
、
昨
年
９
月
に
運
営
協
議

会
を
発
足
し
た
。
７
月
に
は
、
限

定
し
た
実
運
用
と
し
て
「
同
一
ベ

ン
ダ
ー
間
の
連
携
」
を
開
始
し
、

ほ
ぼ
在
宅
」
を
全
面
的
に
支
え
る

後
方
支
援
病
院
が
う
ま
く
機
能
す

る
よ
う
、
病
院
経
営
を
支
援
す
る

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と

述
べ
た
。
ま
た
、
都
の
受
動
喫
煙

防
止
条
例
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
そ
の
実
効
性
を
確
実
に
す

る
体
制
の
構
築
を
要
望
し
た
。
さ

ら
に
、
児
童
虐
待
や
望
ま
な
い
妊

娠
、
増
加
す
る
性
感
染
症
を
な
く

し
て
い
く
た
め
、
母
子
保
健
、
乳

児
保
健
、
学
校
保
健
を
充
実
さ
せ

る
た
め
の
環
境
整
備
を
求
め
た
と

述
べ
た
。

　

尾
㟢
治
夫
会
長
は
挨
拶
の
中

で
、
平
成
31
年
度
の
東
京
都
予
算

に
対
す
る
本
会
の
要
望
に
つ
い
て

触
れ
た
。
内
容
は
、
引
き
続
き
２

０
２
５
年
に
向
け
た
地
域
医
療
体

制
の
確
立
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
事
業
展
開

を
し
っ
か
り
と
提
案
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
と
と
も
に
、
在
宅
医
療

や
診
療
所
で
の
外
来
診
療
を
担
う

か
か
り
つ
け
医
と
、「
時
々
入
院
、

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
備
え

た
開
示
施
設
（
主
に
病
院
）
の
参

加
を
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。「
異
な
る
ベ
ン
ダ
ー
間
の
連

携
」
を
含
め
た
本
格
運
用
に
つ
い

て
は
10
月
頃
を
予
定
し
て
お
り
、

第
１
回
目
と
な
る
定
時
総
会
を
10

月
３
日
（
水
）
に
開
催
す
る
。

（
４
）
東
京
都
医
師
会
主
催 

第
20

回
「
日
本
医
師
会 

指
導
医
の
た

め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に

つ
い
て

　

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
医
師

臨
床
研
修
制
度
等
に
つ
い
て
深
い

理
解
を
得
る
と
同
時
に
、医
学
生
・

研
修
医
と
上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
方
法
等
を
学
び
、

そ
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
医
学

生
・
研
修
医
教
育
へ
役
立
て
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
11
月
24
日
（
土
）、

25
日
（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

東
京
都
医
師
会
館
に
て
開
催

す
る
。

（
５
）
平
成
30
年
７
月
豪
雨
及
び

北
海
道
胆
振
地
方
地
震
に
つ
い
て

（
６
）「
平
成
30
年
度
東
京
都
医
師

会
災
害
対
策
医
療
講
習
会
～
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
備
え
て
～
」
に
つ
い
て

（
７
）
東
京
在
宅
医
療
塾
第
２
期

の
第
１
回
開
講
に
つ
い
て

　

本
会
で
は
昨
年
度
の
第
１
期
に

引
き
続
き
、
か
か
り
つ
け
医
が
在

宅
診
療
に
取
り
組
む
た
め
の
在
宅

医
療
の
技
術
を
習
得
す
る
助
け
と

な
る
べ
く
、
第
２
期
の
東
京
在
宅

医
療
塾
を
開
講
し
た
。
本
年
度
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
６
回
で
修
了
す

る
よ
う
に
第
１
期
に
比
べ
て
凝
縮

し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
１
回
の
テ
キ
ス
ト
は
、
東
京

在
宅
医
療
塾
に
つ
い
て
会
員
へ
の

周
知
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
Ａ
会

員
相
当
分
を
10
月
初
旬
に
地
区
医

師
会
に
送
付
す
る
の
で
配
布
を
お

願
い
す
る
。

　

な
お
、
今
期
も
本
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
「
東
京
在
宅
医
療
塾
」

ペ
ー
ジ
の
会
員
専
用
コ
ン
テ
ン
ツ

に
お
い
て
テ
キ
ス
ト
（
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
）
と
講
義
映
像
を
公

開
し
て
い
る
の
で
閲
覧
・
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
８
）「
東
京
都
内
全
医
療
機
関
の

在
宅
医
療
機
能
に
関
す
る
調
査
」

の
実
施
に
つ
い
て

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、

医
療
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お

り
、
在
宅
医
療
提
供
体
制
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
会
は
こ

の
課
題
に
対
し
、
地
区
医
師
会
の

活
動
を
後
方
支
援
す
る
た
め
に
も

東
京
都
の
在
宅
医
療
に
関
す
る
現

状
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

都
内
の
医
療
機
関
が
在
宅
医
療
と

ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の

か
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
都

内
全
医
療
機
関
を
対
象
に
「
在
宅

医
療
機
能
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
を
実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
収
率
向
上
に
是
非
と
も
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
。

（
９
）「
国
際
在
宅
医
療
会
議
」
開

催
に
関
す
る
周
知
の
お
願
い
に
つ

い
て

（
10
）
東
京
都
在
宅
難
病
訪
問
診

療
事
業
第
１
四
半
期
の
実
施
状
況

報
告
に
つ
い
て

（
11
）
会
員
支
援
事
業
（
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
・
フ
ォ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
）

の
支
援
拡
充
に
つ
い
て

　

本
事
業
に
24
地
区
医
師
会
が
参

加
し
全
体
の
半
数
を
超
え
た
こ
と

と
、
相
談
件
数
が
49
件
で
あ
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
支

援
内
容
の
拡
充
と
し
て
①
患
者
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
へ
の
直
接
電
話
対

応
、
②
現
場
対
応
（
２
万
円
）
の

期
間
限
定
無
料
化
を
契
機
と
し
た

利
用
促
進
を
呼
び
掛
け
た
。

（
12
）
献
血
に
関
す
る
ご
協
力
の

お
願
い
に
つ
い
て

（
13
）
医
療
事
故
調
査
制
度
研
修

会
の
開
催
に
つ
い
て

　

11
月
８
日
（
木
）
午
後
７
時
よ

り
、
た
ま
し
ん
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

ホ
ー
ル
（
立
川
市
市
民
会
館
）
小

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
す
る
。
次

回
は
３
月
９
日
（
土
）
に
東
京
都

医
師
会
館
で
開
催
予
定
で
あ
る
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

①
メ
デ
ィ
フ
ォ
ン
に
つ
い
て

�

（
港
区
医
師
会
）

②
平
成
30
年
度�

東
京
都
・
中
央

区
・
港
区
合
同
総
合
防
災
訓
練
の

実
施
結
果
に
つ
い
て

�

（
港
区
医
師
会
）

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

①
第
10
回
大
田
区
医
学
会
報
告
に

つ
い
て�

（
大
森
医
師
会
）

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

　

伊
藤
大
介
練
馬
区
医
師
会
長
よ

り
、
現
行
で
は
胸
部
単
純
撮
影
で

実
施
さ
れ
て
い
る「
肺
が
ん
検
診
」

に
つ
い
て
、
精
度
管
理
の
点
か
ら

の
東
京
都
医
師
会
の
見
解
に
つ
い

て
質
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

鳥
居
明
理
事
は
、
一
方
向
撮
影
よ

り
二
方
向
撮
影
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
の
方

が
早
期
発
見
に
対
し
有
意
で
あ
る

が
、
ス
ピ
ー
ド
、
経
費
、
被
爆
等

の
問
題
が
あ
る
と
述
べ
、
こ
れ
か

ら
も
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
で
あ

る
と
回
答
し
た
。

◎
そ
の
他

第
30
回
日
本
医
学
会
総
会
２
０
１
９
中
部
の
ポ
ス
タ
ー
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医
師
を
目
指
す
高
校
生
を
対
象

に
し
た
「
医
学
部
で
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
学
ぶ
か
」「
医
師
の
あ

る
べ
き
姿
と
は
い
か
な
る
も
の

か
」
な
ど
の
講
演
会
は
、
す
で
に

学
習
塾
主
催
で
い
く
つ
か
開
催
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
都
教
育

委
員
会
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
立
戸

山
高
校
で
は
医
師
を
目
指
す
生
徒

を
集
め
た
研
究
会
が
あ
り
、
毎
年

研
究
発
表
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
。
そ
の
よ
う
な

状
況
を
背
景
に
、

こ
の
た
び
東
京

都
教
育
委
員
会
よ

り
、
都
立
高
校
生

で
医
学
部
進
学
を

希
望
す
る
生
徒
を

対
象
と
し
た
講
演

会
の
開
催
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
⻆
田
徹
副
会
長
を
筆
頭

に
正
木
忠
明
理
事
、
目
々
澤
肇
理

事
、
島
㟢
美
奈
子
理
事
が
検
討
を

行
い
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
そ
し
て
７
月
30
日

（
月
）、
東
京
都
医
師
会
館
に
お
い

て
開
催
し
、35
名
（
３
年
生
８
名
、

２
年
生
22
名
、
１
年
生
５
名
）
が

集
ま
っ
た
。

尾
㟢
治
夫
会
長
に
よ
る
講
演

「
医
師
と
し
て
必
要
な
も
の
」
で

は
、
医
師
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
人

間
愛
と
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
あ
る
、
ほ
ど
ほ
ど

に
頭
の
よ
い
人
で
あ
り
、
成
績
優

秀
な
だ
け
で
は
医
師
と
し
て
不
十

分
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

総
合
診
療
医
の
丹
慶
遥
氏
は
、

自
分
の
学
生
時
代
か
ら
の
経
験
に

基
づ
き
、「
医
学
部
で
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
・
医
師
に
な
り

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」
と

題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
中

で
、
医
学
部
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
は
「
ヒ
ト
（
ホ
モ

サ
ピ
エ
ン
ス
）
を
知
る

訓
練
」、
医
師
に
な
っ

て
か
ら
の
研
修
医
の
過

程
は
「
人
（
患
者
さ
ん
）

を
診
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
訓
練
」
と
説
明
し
、

医
学
教
育
の
ス
テ
ッ
プ

を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。

オ
リ
ン
パ
ス
社
に
よ

る
内
視
鏡
や
遠
隔
ク

リ
ッ
プ
の
操
作
体
験
で

は
、
実
物
の
機
器
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
モ
デ

ル
を
使
っ
た
本
格
的
な

も
の
が
用
意
さ
れ
、
生

徒
た
ち
は
興
味
津
々
で

操
作
を
体
験
し
た
。
ま

た
、
東
北
大
学
に
よ
る

医
療
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用

血
管
モ
デ
ル
（
動
脈
瘤

塞
栓
術
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
を
使
っ
た
体

験
で
は
、
ま
だ
試
作
中

で
は
あ
る
も
の
の
、
実
在
す
る
患

者
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
か
ら
硬
さ
・
脆

さ
ま
で
を
再
現
し
た
透
明
な
シ
リ

コ
ン
で
作
ら
れ
た
血
管
モ
デ
ル
の

中
に
、
実
際
に
血
管
内
治
療
に
用

い
ら
れ
る
カ
テ
ー
テ
ル
と
ガ
イ
ド

ワ
イ
ヤ
ー
を
目
を
輝
か
せ
て
挿

入
・
操
作
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
「
医
学
生
に
な
る
前

の
動
機
付
け
」
は
、
今
後
の
医
師

養
成
課
程
で
大
変
重
要
な
位
置
を

占
め
る
と
思
わ
れ
、
来
年
以
降
も

実
施
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

都
立
高
校
生
を
対
象
に

「
医
師
を
目
指
す
生
徒
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

講演する丹慶氏
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日
本
橋
医
師
会
は
中
央
区
日

本
橋
久
松
町
に
事
務
局
を
構

え
、
そ
の
前
身
は
人
形
町
に
あ

り
ま
し
た
。
昨
年
同
地
に
大
辻

前
会
長
の
ご
尽
力
に
よ
り
医
師

会
別
館
で
あ
る
「
日
本
橋
医
師

会
人
形
町
ビ
ル
」
を
建
築
し
て

地
域
福
祉
の
拠
点
を
新
設
い
た

し
ま
し
た
。
こ
こ
に
近
接
す
る

日
本
橋
浜
町
は
下
町
的
な
情
緒

を
持
ち
日
本
橋
地
域
内
で
一
番

の
人
口
を
有
し
、
多
く
の
来
訪

者
を
迎
え
る
町
で
す
。
こ
こ
に

「
明
治
座
」
が
あ
り
ま
す
。

明
治
座
は
明
治
６
年
創
業
、

１
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
を
持

つ
日
本
橋
浜
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
で
す
。
こ
こ
は
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
を
有
し
て
い
ま
す
。

明
治
座
の
建
物
地
下
２
階
に
は

医
務
室
が
あ
り
、
公
演
期
間
中

は
看
護
師
が
常

駐
し
て
遠
方
か

ら
の
観
客
の
対

応
に
も
気
配
り

し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
の

東
日
本
大
震
災

で
は
、
昼
の
部

終
演
を
迎
え
る

間
際
の
出
来
事

に
１
２
０
０
名

の
来
観
者
の
う

ち
帰
宅
で
き
な

い
７
０
０
名
程

を
館
内
に
受
け
入
れ
、
医
務
室

を
中
心
に
健
康
状
態
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
炊
き
出
し
を

行
っ
て
食
事
と
滞
在
場
所
を
提

供
し
、
不
安
な
一
晩
を
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
即
座
に
対
応

し
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
座
の
あ
る
浜
町

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
は
屋
上
に
緊

急
時
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
ホ
バ

リ
ン
グ
で
き
る
緊
急
時
救
助
ス

ペ
ー
ス
も
有
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
来
訪
者
に
は
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
で
す
が
、
災
害
へ
の

備
え
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
期
間
限
定
で
す
が

公
演
の
合
間
に
は
正
面
１
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
を
解
放
し
て
明
治

座
ビ
ア
テ
ラ
ス
（
写
真
）
を
開

催
、
地
域
の
町
内
会
の
人
々
や

在
勤
者
を
集
め
憩
い
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
観
劇
だ
け
の

明
治
座
で
は
な
く
、
日
本
橋
浜

町
の
下
町
情
緒
を
感
じ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
日
本
橋
医
師
会
・
木
村
暢
孝
）

127ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
定
義
が
あ
り
ま
す
が
、
医

療
ケ
ア
提
供
者
を
主
語
に
し
て
表

現
す
る
な
ら
ば
、
①
将
来
の
医
療

ケ
ア
に
関
し
て
、
そ
の
人
の
価
値

観
や
意
向
を
表
明
し
て
も
ら
い
、

共
有
し
、
支
援
す
る
プ
ロ
セ
ス
で

あ
り
、
②
そ
の
人
が
、
意
思
表
明

で
き
な
く
な
っ
た
時
に
備
え
、
自

分
の
意
向
を
代
弁
し
て
く
れ
る
信

頼
で
き
る
人
を
選
ぶ
支
援
も
含

み
、
③
将
来
、
そ
の
人
の
価
値
観

や
意
向
に
一
致
し
た
医
療
ケ
ア
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
、
こ
う
表
現
で

き
ま
す
。

Ａ
Ｃ
Ｐ
の
実
践
で
重
要
な
こ
と

は
、
地
域
で
く
ん
で
、
地
域
と
つ

な
ぐ
こ
と
で
す
。
介
護
現
場
か
ら

救
急
医
療
ま
で
、
そ
の
人
の
人
生

の
物
語
の
中
で
育
ま
れ
た
価
値
観

を
く
み
、
信
頼
で
き
る
人
の
間
で

つ
な
ぐ
こ
と
で
す
。
将
来
の
医
療

ケ
ア
に
関
す
る
意
向
を
選
ぶ
時
、

つ
な
い
で
き
た
価
値
観
が
反
映
さ

れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
価
値
観
や

意
向
に
一
致
し
た
医
療
ケ
ア
が
実

際
に
行
わ
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
地

域
で
、
市
民
と
医
療
ケ
ア
提
供
者

が
一
緒
に
な
っ
て
、
そ
の
人
の
価

値
観
や
意
向
を
く
め
る
よ
う
な
、

そ
し
て
つ
な
げ
る
よ
う
な
、
そ
し

て
そ
れ
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
地
域
文
化
が
育
ま
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
市
民

は
、
自
分
が
望
み
さ
え
す
れ
ば
、

誰
で
も
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
語
る
機

会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人

生
の
最
期
に
ど
の
よ
う
な
医
療
ケ

ア
を
受
け
た
い
か
受
け
た
く
な
い

か
、
ど
こ
で
療
養
し
最
期
の
時
を

生
き
抜
き
た
い
か
、
そ
れ
は
ど
ん

な
価
値
観
に
由
来
す
る
の
か
、
自

分
に
と
っ
て
譲
れ
な
い
こ
と
は
何

か
、
市
民
は
い
つ
で
も
Ａ
Ｃ
Ｐ
の

機
会
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
こ
れ
が
地
域
と
つ
な
ぐ
Ａ

Ｃ
Ｐ
の
理
想
像
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
市
民
に
と
っ
て
も
、

医
療
ケ
ア
提
供
者
に
と
っ
て
も
、

Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、

決
し
て
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
が
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
、
自
分
の
こ

と
と
し
て
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
地
域

の
雰
囲
気
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
医
療
ケ
ア
提
供

者
は
、
市
民
が
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
始
め
た

い
と
望
ん
だ
時
、
そ
の
機
会
を
提

供
で
き
る
よ
う
準
備
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
を
学
び
、
研

修
や
実
践
の
中
で
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
必
要

な
態
度
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
そ

し
て
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
展
開
す
る
た
め

の
仕
組
み
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

さ
あ
、
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。
そ

の
人
の
意
向
を
く
み
ま
し
ょ
う
、

つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。
地
域
と
Ａ
Ｃ

Ｐ
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
！

【
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
学
び
の
場
の
ご
紹
介
】

平
成
31
年
９
月
14
日
（
土
）・

15
日
（
日
）、
名
古
屋
大
学
医
学

部
に
お
い
て
、
日
本
エ
ン
ド
オ
ブ

ラ
イ
フ
ケ
ア
学
会
第
３
回
学
術
集

会
を
開
催
し
ま
す
。
西
川
満
則
が

大
会
長
を
務
め
ま
す
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
を

学
び
つ
く
せ
る
機
会
を
提
供
し
ま

す
。
乞
う
ご
期
待
！

明治座ビアテラス

「
都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号
」を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
情
報
課 

☎
０
３-

３
２
９
４-

８
８
２
１

趣 味 の 散 歩

ホスピタリティと
地域との交流

日本橋浜町のランドマーク「明治座」

ア
ドバンス・ケ
ア・プ
ラ
ンニン
グ（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）

は
地
域
に
あ
り
！

そ
の
人
の
意
向
を
く
ん
で
、
本
人
・

家
族
・
多
職
種
で
つ
な
ぐ
！

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー 

在
宅
医
療
・
地
域
連
携
診
療
部 

地
域
医
療
連
携
室
長
／

緩
和
ケ
ア
診
療
部 

エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
チ
ー
ム
医
師

 

西
川
満
則

○ 現在も医療・福祉の事業または業務に従事していますか？
○  東京都（島しょを除く）、神奈川県、千葉県、埼玉県、茨城県の一部以外
に住民票を移していませんか？

○  （医師国保に加入している従業員がいる場合）退職した方や非常勤に 
なった方の喪失手続きはしましたか？

○  （法人事業所・常勤の従業員が5人以上の個人事業所の場合）健康保険 
適用除外承認は受けていますか？

各種届出に必要な書類は、所属地区医師会・大学医師会にございます

医師国保からのお知らせ
組合員の資格確認について

〜資格要件を満たしているか、再度確認をお願いいたします〜

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433 （業務課）

組合員や家族に資格の喪失や変更があった場合は、
すみやかに届け出てください

知ってますか？

ビタミンK拮抗薬のワルファリンは、50年来唯一の
経 口 抗 凝 固 薬（Oral Anticoagulant：OAC）として、
心房細動、静脈血栓塞栓症に対して用いられてきた。
2011年よりトロンビン阻害薬のダビガトラン、Xa阻
害薬のリバーロキサバン、アピキサバン、エドキサバ
ンという4つの経口抗凝固薬が使用できるようにな
り、新規経口抗凝固薬（new OAC：NOAC）という略
称が広く使われてきたが、最近では、既に「新規」の
時期は過ぎたとして、凝固因子特異的にその活性を
直接阻害するという作用機序から、直接経口抗凝固
薬（direct OAC：DOAC）と呼ばれるようになった。

DOAC（NOAC）
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田宮典子世田谷区医師会

　私の健康法（？）は主食の一部をバナナにすることです。
　私がバナナを食べるのは主に昼食です。
　昼食はバナナ二、三本（三、四本持っていって残りは夕方軽い間食とし
て食べます）、パンを少し（六枚切りのブドウパンなど二分の一枚もしくは
テーブルパン一個）、小さいチーズ一、二個とコーヒーです。これを週四日、
午後の仕事がある日に食べています。ほかの日は好きなものを食べていま
す。パンとチーズを食べていると、昔のテレビアニメの『アルプスの少女
ハイジ』の食事を思い出してなんとなく楽しい気がします。
　そしてバナナの皮は必ず持って帰ります。きれいに整頓してくれている
スタッフの手前、袋に入れても匂いそうなバナナは持ち帰るのが安全です。
　そのほかに朝食時に二分の一本、夕食後におなかがすいたときに一、二
本食べたりします。
　お菓子も食べますが一部をバナナにしています。

　ここで約二年バナナを食べた感想ですが、メリットとデメリットに分けてみ
ます。
まずデメリットとして
・�バナナは匂いが強いこと（もし当院にバナナが嫌いなスタッフがいたらすみま
せん。怖くて聞けませんが）。
・�バナナは日持ちがしないので、ほぼ毎日買い出しに行く必要があること。キ
ズのなさそうなバナナを選んで買っています。コンビニのバナナはスーパー
のバナナに比べて値段は高いですが、日持ちがいいようなので何か処理され
ているのかもしれません。
・�お米が減らなくて困ります。朝・夜に少し米食も食べていますが、減らない
のでお米が夏を越してしまいます。
・�スーパーでいくつもバナナを買っている変な人と思われているかもしれませ
ん。万一患者さんに気が付かれないよう、レジでは周りを見ないようにして

います。
・�本当にバナナ生活で体的にいいのかよくわかりません（我ながらいい加減だな
あ）。
次にメリットとして
・代謝が良くなったようでウエストが細くなりました。体も少し軽いようです。
・�食後にあまり眠気がきません。また空腹時につらい、ということもあまりあ
りません。

・昼食に副菜を食べないので塩分の摂取が減っているのではと思います。
・�昼食に何を食べるか考えなくてよく、また食事が簡単に終わるので昼休みが
長く使えます。雑用をしたりパソコンを見て遊んだりしています。

・�もう一つ、冬に指先の皮膚が割れなくなりました。仕事柄手はよく洗いますが、
今は大丈夫です。保湿にいいのかもしれません。

　というわけで主食一部バナナ食にはまっています。本当は運動するなど、もっ
といい健康法ができればとは思いますが。
� （世田谷区医師会会報�第67巻第2号から抜粋）

ふれあいポスト 各地区会報から

菅平の朝日� 渋谷区医師会  盛 隆之

私の健康法

冨田兵衛練馬区医師会

　某社のCGMを買ってみました。
　内科系以外の先生はそれほど興味がないかもしれません。持続血糖測定装置
のことで、これが安くて、自分で装着できて簡単なのです。別社の以前のものは、
数回の血糖測定による校正が必要だったり、装着がちょっと面倒だったりでし
たが、昨年末発売の新機種はなかなかの優れモノでした。糖尿病科の友人が、
旧タイプでジョギングをしたりして試していたのを聞いていて、ぜひ「自分の」
日内血糖変動をみてみたかったのです。
　今まで健診で血糖関係は完全に正常範囲で家族歴もなく、BMIは23.5ではあ
りますが「運動もしているから」と、自信を持っていました。結果は、完全にク
ロ！�でありました。昼食に大阪王将のホイコーロー定食を食べた日は、1時間
後で軽く200を超え、30分くらい高血糖を維持し、その後3時間後頃から下が
りだして夕食前にかけてグッと血糖が低下し、夕方6時には64まで下がってい

きます!!�まさに、食後高血糖と遅延したインスリン分泌過剰パターンです。い
やー、こんなに身近に糖尿病予備群（糖尿病の定義に合致する？）がいたとは。
　CGMは2週間継続できるので、いろいろ試せました。この1回での自分の結
論は、①外食で上がる。②ゆっくり食べると上がらない（同じホイコーロー定
食を同じ時刻に今度は30分かけて食べたら血糖は140未満にとどまり、血糖低
下も防げました）。③飲酒では上がらない。④中華料理が上がる。⑤天ぷら、
唐揚げは上がらない。⑥運動しても下がらない。
　測定時はお風呂にも入れます。プールもOKとのことでした。たしかに入る
くらいは大丈夫ですが、泳ぐと取れそうになるのでやめました。上から防水テー
プを貼っていてもだめでした。
　測定器もチップも数千円なので全然高くないです。なかなか面白く怖い体験
でした。� （練馬区医師会だより�第595号から抜粋）

面白くて怖いCGM体験
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閉じこもり男性が社会活動に
参加してくれるためには

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　

地
域
ケ
ア
会
議
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

男
性
の
積
極
的
な
社
会
参
加
を
促
す
取
り
組
み
を
し

て
い
る
と
い
う
話
題
が
あ
っ
た
。
男
性
の
孤
立
死
は

女
性
の
約
３
倍
多
く
、
社
会
活
動
へ
の
参
加
は
女
性

の
２
割
程
度
で
あ
る
。
地
域
活
動
に
際
し
、
高
齢
女

性
は
皆
で
協
力
し
て
対
応
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

活
動
し
て
も
ら
え
る
の
に
対
し
、
男
性
は
狭
い
視
点

で
深
く
掘
り
下
げ
る
よ
う
な
探
求
心
を
そ
そ
る
こ
と

し
か
興
味
を
持
た
な
い
こ
と
が
多
く
、
抽
象
的
な
活

動
に
は
参
加
が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
自
分
の
街
の
歴
史
を
探
求
す
る
よ
う
な
具
体
的

な
目
的
を
設
定
す
る
社
会
活
動
を
行
う
と
、
男
性

参
加
者
が
半
数
以
上
と
な
る
盛
況
な
活
動
と
な
っ

た
。
こ
の
結
果
は
と
て
も
興
味
深
い
。

　

ま
た
異
な
る
機
会
に
、
東
日
本
大
震
災
の
時
の
救

護
避
難
所
で
閉
じ
こ
も
る
住
民
男
性
に
対
し
、
支
援

に
行
っ
た
和
尚
さ
ん
が
特
に
座
談
会
が
あ
る
と
は
告

知
せ
ず
と
も
、
お
菓
子
を
用
意
し
て
座
っ
て
い
る
だ

け
で
閉
じ
こ
も
る
住
民
男
性
が
出
て
き
て
相
談
に
来

て
話
の
輪
に
入
っ
て
き
た
事
実
を
話
し
て
く
れ
た
。

話
す
相
手
が
い
る
、
聞
い
て
く
れ
る
相
手
が
い
る
だ

け
か
も
し
れ
な
い
が
、
シ
ャ
イ
な
男
性
で
あ
っ
た
と

し
て
も
話
す
相
手
が
い
れ
ば
閉
じ
こ
も
る
こ
と
も

少
な
く
な
り
、
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
こ
と
な
ら

ば
社
会
参
加
し
て
く
れ
る
。

　

今
後
日
本
の
人
口
が
少
な
く
な
る
な
ら
ば
、
生
活

す
る
場
で
話
し
合
え
る
場
所
の
提
供
を
医
療
機
関
や

寺
院
、
さ
ら
に
公
民
館
な
ど
の
行
政
の
附
属
機
関
が

行
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
男
女
差
別
な
く
社

会
活
動
を
行
う
こ
と
は
世
界
的
に
も
常
識
で
あ
る

が
、
人
数
的
な
問
題
で
は
な
く
、
内
容
の
問
題
で
あ

る
こ
と
と
認
識
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
男
性
に
で
き

る
こ
と
、
女
性
に
で
き
る
こ
と
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ

れ
を
尊
重
し
内
容
を
よ
り
充
実
化
し
て
い
く
こ
と
が

こ
の
時
代
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

 

（
山
本 

亘
）

感
染
症
豆
知
識

　ノロウイルスは感染性が極めて高く、都内でも例年数十件の食中毒
が発生している。昨年には、広域流通食品の「刻み海苔」による、これ
までに類を見ない大規模なDiffuse Outbreak（散発的広域的集団感染）が
発生した。
　1月の和歌山県での同一調理施設から配食された小中学校・幼稚園に
おける756人の患者発生に続き、2月には立川市の7小学校で1,084人、
小平市の2小学校で107人の、それぞれ同一の給食を喫食した患者が発
生した。東京都が給食に使用した刻み海苔と同じ賞味期限の未開封品
を調査したところノロウイルスが検出され、塩基配列が患者由来ウイ
ルスと一致し、原因食品と特定された。これを受けて、大阪市が刻み
海苔製造業者の施設を調査したところ、トイレおよび海苔裁断機から
患者と遺伝子型が一致するウイルスを検出し、さらに有症状の調理従
事者が素手で刻み作業に従事したことが明らかになったことから、製
造過程での汚染が推察されるに至った。結局、全国5市で2,000人以上
が給食を通じて感染したことが報告されている。
　今後、食品の製造流通過程が複雑化する中でDiffuse Outbreakのリス
クは相対的に高まると考えられる。本事例は、たまたま集団給食に使
用されたために、迅速に原因の特定に至ったとも言えるが、それぞれ
が単発例と判断され、原因の特定が遅れることや未解明に終わること
も少なくない。
　このため、臨床医療において、家庭内や同一喫食グループからの複
数感染を確認した際には積極的に食中毒を疑って届け出を行っていた
だくことが、その解明の重要な手掛かりとなる。ぜひご留意いただき
たい。 （文責：前田秀雄）

【参考文献】国立医薬品食品研究所報告　第135号（2017）
https://www0.nih.go.jp/niid/idsc/idwr/IDWR2018/idwr2018-35.pdf

無 声 拝 聴

都医HP・Eメール
■ インターネット ホームページアドレス
 https://www.tokyo.med.or.jp
■ Eメールアドレス jimu@tokyo.med.or.jp

ノロウイルスのDiff use Outbreak

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先

（公財）日本国際医学協会事務局
東京都世田谷区上馬1-15-3　MK三軒茶屋ビル3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：admin@imsj.or.jp　URL：http://www.imsj.or.jp/

日時▶11月15日（木）17時～20時
会場▶学士会館2階 202号室（千代田区神田錦町3-28〈駐車場無料〉 TEL 03-3292-5936）
〔第1部〕
司会▶伊藤公一（日本国際医学協会 常務理事）
開会挨拶▶都築正和（日本国際医学協会 会長）
石橋記念講演「Burden of Comorbidities and Comedications in a Chronic 
HCV Population Compared With a Non-HCV Population in Japan Between 
2015 and 2016」ルジチカ ダニエル 純一郎（MSD株式会社 メディカルアフェアーズ 肝
炎・感染症・麻酔 エグゼクティブディレクター）
〔第2部〕
司会▶近藤太郎（日本国際医学協会 常務理事）
講演Ⅰ「新しいヘルスケアイノベーション、オンライン診療について」武藤真祐（医
療法人社団鉄祐会 理事長）

講演Ⅱ「遠隔医療・オンライン診療の実装状況：厚生労働省の施策から読み解く」
吉村健佑（千葉大学医学部附属病院病院経営管理学研究センター 特任講師）
講演Ⅲ「遠隔医療 ─ 生活習慣病への介入の新たなパラダイム」本間聡起（独立行政
法人地域医療機能推進機構埼玉メディカルセンター健康管理センター 健康管理センター長）
〔第3部〕
司会▶石橋健一（日本国際医学協会 理事長）
感想▶「山階鳥類研究所の活動について」壬生基博（公益財団法人山階鳥類研究所 理事
長／森アーツセンター 副理事長）

閉会挨拶▶石橋健一（日本国際医学協会 理事長）
会費▶会員5,000円、非会員6,000円、学生2,000円
取得単位▶日医生涯教育制度1.5単位取得予定（カリキュラムコード：0、12、82）、（公財）
日本薬剤師研修センター認定薬剤師制度1単位

第58回 国際治療談話会 総会 「IoT活用と遠隔医療」 問
合
先
ノボノルディスクファーマ㈱
TEL：03-3661-6259　FAX：03-3661-6292

日時▶11月21日（水）19時15分～21時05分　会場▶京王プラザホテル南館3階「グレースルーム」
挨拶▶馬場園哲也（東京女子医科大学糖尿病センター内科 教授）
症例提示▶「SGLT2阻害薬の臨床効果に対する腎機能の影響」吉田直史（東京女子医科大学糖尿病
センター内科 助教）
特別講演▶「糖尿病と医療経済―糖尿病における低血糖とCVイベントが医療経済に与える影
響―」真野俊樹（中央大学大学院戦略経営研究科 教授）
参加費▶500円
取得単位▶日医生涯教育参加証1単位交付予定（カリキュラムコード：76、82）、日本糖尿病療養
指導士認定単位更新の2群研修単位（0.5単位）申請予定、東京糖尿病療養指導士・支援士認定
更新のための2群研修申請予定、日糖協療養指導医取得のための講習会申請予定

東京女子医科大学　第54回糖尿病センターとの病診連携の会

問
合
先
板橋区医師会事務局
URL：http://www.itb.tokyo.med.or.jp/gakkai

第23回板橋区医師会医学会

〔演題発表・授賞式・教育講演〕申込不要　日時▶12月15日（土）13時30分～18時30分
会場▶板橋区立文化会館2F小ホール他（板橋区大山東町51-1） 東武東上線「大山」駅北口から徒
歩約3分　対象▶医療関係者、介護関係者
プログラム
■医療・介護に関する一般演題、要望演題、ポスターセッション　演題計96題
■第5回 公益社団法人板橋区医師会 若手医師奨励賞　授賞式
■教育講演｢オンライン診療の現状と課題 ～在宅診療における活用｣今村 聡（日本医師会副会長）
取得単位▶日医生涯教育1位（カリキュラムコード：4、7）
〔区民公開講座〕　日時▶12月16日（日）開場9時30分／開演10時
会場▶板橋区立文化会館大ホール（板橋区大山東町51-1）　対象▶区民
参加費等▶無料、定員1200名
申込▶参加ご希望の方は医師会ホームページ申込みフォーム（http://www.

itb.tokyo.med.or.jp/gakkai/kouza）よりお申し込みください。
申込締切▶11月末日（ただし、定員になり次第締切）
プログラム
 ■映画「いしゃ先生」（105分：10時～12時）
■特別講演「笑いと健康 心と身体を癒す笑いの効果」（13時～14時15分）
　大平哲也（福島県立医科大学医学部疫学講座 主任教授）
■ シンポジウム「「終活」医療の現場から アドバンス・ケア・プランニングとは」（14時30分～16

時）荻野美恵子（国際医療福祉大学医学教育統括センター 教授）／渡邊清高（帝京大学医学部内科学講座 

腫瘍内科 准教授）／鈴木陽一（板橋区医師会理事）
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お茶の水

御茶ノ水駅前 聖橋

順天堂前 外堀通り
丸ノ内線 御茶ノ水駅

千代田線
新御茶ノ水駅

お茶の水橋 聖橋

交番

三楽病院

浜田病院

スターバックス

明治大学
グローバル
フロント

杏雲堂病院

ニコライ堂

丸善

明治
大学
アカデミー
コモン

←至新宿・飯田橋 至秋葉原→
JR御茶ノ水駅

東京都医師会館

1

2

B1 B2

日本医師会生涯教育講座

座
長　

東
京
都
医
師
会
理
事

落　

  

合　

  

和　

  

彦

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
整
形
外
科
学
講
座 

　
　

准
教
授

 

斎  

藤        

充  

先
生

東
海
大
学
医
学
部
内
科
学
系
リ
ウ
マ
チ
内
科
学

　
　

特
任
教
授

鈴  

木   

康  

夫  

先
生

骨
粗
鬆
症
〜
そ
の
病
態
と
治
療
〜

日 時　平成30年11月15日（木）
　　　午後２時〜５時

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位
カリキュラムコード　73、77
日本内科学会認定総合内科専門医更新単位  2 単位

共催
東 京 都 医 師 会

第 一 三 共 株 式 会 社

続
発
性
骨
粗
鬆
症
の
最
近
の
話
題

—

ス
テ
ロ
イ
ド
性
骨
粗
鬆
症
と
関
節
リ
ウ
マ
チ
を
中
心
に—

鈴
木
康
夫 
先
生

続
発
性
骨
粗
鬆
症
の
中
で
も
、
関
節

リ
ウ
マ
チ
（
Ｒ
Ａ
）
に
伴
う
骨
粗
鬆
症

と
ス
テ
ロ
イ
ド
性
骨
粗
鬆
症
（
Ｇ
Ｉ
Ｏ
）

は
易
骨
折
性
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
で

あ
る
。

Ｒ
Ａ
に
伴
う
全
身
性
骨
粗
鬆
症
の
発

症
に
は
Ｒ
Ａ
滑
膜
炎
や
全
身
の
炎
症
、
Ａ

Ｄ
Ｌ
障
害
、
加
齢
、
閉
経
、
ス
テ
ロ
イ
ド

な
ど
の
治
療
薬
な
ど
多
因
子
が
関
与
し
て

お
り
、
骨
量
減
少
の
分
布
も
個
人
差
が
あ

る
。
適
切
な
薬
剤
の
選
択
と
Ｒ
Ａ
の
炎
症

活
動
性
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
両
者
が
重
要
で

あ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｏ
は
患
者
数
が
多
く
、
閉
経
前

女
性
や
男
性
に
も
起
き
、
骨
密
度
に
比
し

て
骨
折
し
や
す
い
こ
と
か
ら
社
会
生
活
へ

の
影
響
が
大
き
い
。そ
の
主
た
る
病
態
は
、

骨
芽
細
胞
の
分
化
抑
制
や
骨
芽
細
胞
／
骨

細
胞
の
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
誘
導
に
よ
る
骨
形

成
低
下
で
あ
る
。
２
０
１
４
年
改
訂
版
Ｇ

Ｉ
Ｏ
の
管
理
と
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

ス
コ
ア
法
に
よ
り
骨
折
リ
ス
ク
を
評
価

し
、
高
リ
ス
ク
例
で
は
、
一
次
、
二
次
予

防
と
も
に
有
効
な
ビ
ス
ホ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト

（
Ｂ
Ｐ
）
が
推
奨
さ
れ
る
。
難
治
例
で
は

テ
リ
パ
ラ
チ
ド
は
代
替
薬
で
あ
り
、最
近
、

デ
ノ
ス
マ
ブ
の
有
効
性
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。

骨
粗
鬆
症
の
病
態
と
治
療
の
実
際

�

―
生
活
習
慣
病
例
は
要
注
意

斎
藤
　
充 

先
生

　

生
活
習
慣
病
の
な
か
で
も
糖
尿
病
（
Ｄ

Ｍ
）、
動
脈
硬
化
、
脂
質
代
謝
異
常
、
慢

性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）、
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
で
は
、
高
い
骨
密
度

で
も
骨
折
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
こ
と
が
国

内
外
の
コ
ホ
ー
ト
研
究
か
ら
明
ら
か
に
さ

れ
、
骨
粗
鬆
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
そ
の

診
断
や
治
療
開
始
基
準
に
つ
い
て
明
記
し

て
い
る
。

　

な
ぜ
生
活
習
慣
病
例
で
は
、
高
い
骨
密

度
で
も
骨
折
す
る
の
か
？ 

生
活
習
慣
病

の
病
態
関
連
因
子
で
あ
る
酸
化
ス
ト
レ

ス
・
糖
化
ス
ト
レ
ス
の
上
昇
が
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ

以
外
の
骨
強
度
因
子
で
あ
る
骨
質
の
低
下

を
惹
起
し
、
骨
折
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
る

こ
と
を
世
界
で
初
め
て
見
い
だ
し
た
。
こ

う
し
た
概
念
は
世
界
的
な
追
試
を
う
け
妥

当
性
が
検
証
さ
れ
、
本
邦
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
も
骨
粗
鬆
症
の
病
態
と
し
て
骨
質
の

重
要
性
が
明
記
さ
れ
た
。

　

本
講
演
で
は
、
骨
質
と
は
何
か
、
ま
た

骨
質
評
価
法
、
骨
質
治
療
法
に
つ
い
て
概

説
す
る
。

・JR中央・総武線 御茶ノ水駅（御茶ノ水橋出口） 下車徒歩約2分
・東京メトロ丸ノ内線 御茶ノ水駅（2番出口） 下車徒歩約4分
・東京メトロ千代田線 新御茶ノ水駅（B1出口） 下車徒歩約5分

場 所　東京都医師会館　２階講堂
千代田区神田駿河台 2-5
TEL:03-3294-8821（代表）（ ）
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　医師会活動は勝ち負けの世界ではないが、学生時代に野球を
やっていたので野球的視点で考えると面白い。野球には草野球か
ら始まり高校野球、大学野球の学生野球がある。さらにプロ野球、
アメリカの大リーグとレベルが上がっていく。草野球はお医者さ
んごっこ、高校野球は医学生、大学野球は研修医の医療だ。
　我々医師会員はプロ野球のレベルの医療を目指している。大リー
グとなれば地域の中核病院や大学病院の医療になるであろう。野
球には対戦する相手がいる。医療では病気が対戦相手である。病
気はさまざま、試合の展開もさまざまだ。すぐに勝てるとわかる
病気、一進一退の病気、医療側が打ちのめされる病気もある。絶
対的エースがいても、絶対的強打者がいても、試合に必ず勝てる
という保証はない。今の医療は野球と同じようにチームプレーが
大事だ。それぞれの役割があり、それが機能してこそ病める人は
救われる。
　個々の選手、医師のスキルアップは、練習と経験だ。練習とは
講演会や学会活動、経験は臨床だ。医師会は講演会を支援し、医
療情報を会員に発信している。常に新しい医療情報を提供して医
療の向上に努めている。
　野球には実際にプレーして楽しむ人と観戦して楽しむ人がいる。
さしずめプレーする人は医療関係者で、観戦する人は医療を受け
る人になろう。昔はプロ野球には長嶋、王といったスターがいた。
医療にも「神の手」「カリスマ医師」と言われた人がいる。今はスー
パースターだけで対応できる医療は限られている。多くの医療関
係者がうまく関係する「連携」と「協働」の時代である。
　病診連携、病病連携、診診連携、顔の見える連携と連携は深化

している。墨田区医師会は、多くの病院と連携協定をしたり、病
院が主催する連携の会に参加している。連携の輪はどんどん広がっ
ている。医師会は会員診療所、病院との橋渡し役をしている。連
携はよりよい医療を患者に提供し、かかりつけ医として患者の不
安を少しでも軽くする役割をしている。日常診療が忙しい会員先
生方に、これら連携病院との懇親会に参加していただきたいと思
う。これらの病院はホームページでその概要はわかるがやはり生
の声、五感で感じる付き合いは大事である。
　高齢者医療において地域包括ケアの構築はどこでも重要な課題
である。墨田区には8つの高齢者支援総合センターがある。セン
ターを中心に病院、診療所、訪問看護ステーション、ケアマネジャー
などとの協働が行われている。待つ医療から行動する医療への移
行が診療所には求められている。行政が中心になって多職種連携
を推進しようとしているが、医師会は中心的役割を担っている。
この高齢者支援総合センターの役割は、高齢者のみならず障害者、
社会的弱者などさまざまな分野へ活用を広げる可能性がある。墨
田区は災害に弱い地域と言われて久しい。災害医療の重要な支援
病院と、この高齢者支援総合センターの地域との連携が重要になっ
てきている。
　地区医師会の会長の役割は、野球におけるオーナーなのか、監
督なのか、キャプテンなのか、それともピッチャー、キャッチャー
なのか。難しい面はあるが、大切なのは多くの会員の先生方に医
師会活動に目を向けていただくこと。個人ではなくチームとして
地域の医療を支える時代になってきたことを認識していただきた
いと思う。

地区医師会長からの一言
チームだ、ストライク、アウト！
墨田区医師会長　鈴木 洋
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